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- 系内の early type star のスペクトルを IUE と Spitzer で取得
- 2175Å featureと6.2μm & 7.7μm PAH featuresのピーク位置を測定
- 15,000 K より若い天体では feature のピークが長波長側にシフトする傾向
- 波長シフトの原因はダストサイズ分布の変化か？

Introduction
- 減光曲線の 2175Å feature はさまざまな視線方向・銀河で検出される
- PAHのような炭素質ダストがキャリアだと考えられている
- これまで観測的に 2175Å feature と PAH を結びつけるような証拠はなかった
- この論文では feature のピーク位置シフトに注目して 2175Å = PAH 節を検証する

Observations

Discussion

- A2-type よりも早期型の天体で IUE と Spitzer/IRS の分光データのある天体を選択
- 2175Å feature が顕著に (EW ≧100Å) 見えておりかつ PAH が見えている 27 天体を選択
- コントロールサンプルとして PAH の見えていない天体も 27 天体選択
-それぞれスペクトルフィッティングによって featureの強度とピーク位置を決定

Figure 1&2: スペクトルフィッティング

Figure 3&4: 天体の温度とピーク位置の関係

Figure 5: 2175Å & 7.7μm PAH ピーク位置の相関

- 2175Å, PAHともに温度が15,000Kよりも低い天体で系統的なピーク位置のシフトを検出
- 2175Å feature のピークシフトは PAH が見えている天体のほうが顕著
- 分散は大きいがピークシフト間の相関 Figure 5. も見えている
- 2175Å feature と PAH feature が同じ分子に起因することを示唆している (???)

- 距離と減光量の関係からおそらく 2175Å feature も PAH も星の CSM 起源
- 先行研究では 2175Å ピークシフトと C-rich な環境の関係を指摘 ⇉ 確認できず
- 波長シフトの物理的原因 ⇉ 諸説あるが今回は特定できず (サイズ分布？)

- UV 駆動星風 (~15,000K) の衝撃波によって大きいサイズのダストが選択的に破壊された可能性 (???)


